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Abstract
概要

本稿は、筆者の撮影実践において反復して現れる「撮影以前の判断構造」を記述する試みである。

写真は一般に、シャッターが切られた瞬間、あるいはその結果として得られたイメージを中心に語られる

ことが多い。しかし筆者の実践において、撮影はその瞬間から始まるものではない。むしろ、対象、空間、距離、

光、動き、沈黙、時間感覚といった複数の条件が変化し始めた時点で、撮影判断はすでに形成されつつある。

本稿では、撮影をカメラ操作や構図選択の問題としてのみ扱うのではなく、撮影者が場の変化をどの

ように察知し、どの段階で反応し、どのようにシャッターへ至るのかという実践知の問題として捉える。

ここで扱う「判断」とは、単に撮るか撮らないかを選ぶ行為ではない。対象との距離、場の密度、

動きの予兆、撮影者自身の身体感覚、技術的制約、倫理的配慮などが複合的に統合され、撮影可能な

状態が立ち上がる過程を指す。

なお、本稿は学術論文ではなく、撮影実践に基づく構造論考である。統計的検証や実験的再現性を

主目的とするものではなく、筆者の実践に反復して現れる観察構造の一貫性をもとに、撮影以前の

判断構造を記述する。
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Position of this Paper
本稿の立ち位置

本稿は、写真一般を包括的に説明する理論ではない。また、学術論文として実証的な普遍性を主張する

ものでもない。本稿は撮影技法書や手順化された教材ではなく、筆者の撮影実践に内在する判断の

形式を構造として記述するための冊子である。

本稿が扱うのは、筆者の撮影実践において反復して現れる判断の形式である。ここでいう判断とは、

主観的な感覚をそのまま述べるものではない。むしろ、撮影を重ねる中で繰り返し現れる反応、注意、距離

の取り方、待つ時間、シャッターへ至る過程を構造として取り出す試みである。したがって本稿は、撮影

技術の解説ではない。構図や露出、機材設定の方法を論じるものでもない。本稿が焦点を当てるのは、

それらの技術が発動する以前に、撮影者の内部と場のあいだで何が起きているのかという問題である。

本稿における妥当性は、統計的再現性ではなく、筆者の撮影実践に反復して現れる観察構造の一貫性に

よって担保される。言い換えれば、本稿は確定的な理論ではなく、撮影実践の中で身体化された知を、

構造として記述するための仮説的枠組みである。

Relation to Existing Discourses 
既存言説との関連

写真論において、写真は「見ること」「記録すること」「表象すること」「瞬間を固定すること」との

関係で語られてきた。本稿はそれらの議論を否定するものではない。本稿が焦点を当てるのは、写真が

成立した後のイメージではなく、そのイメージが成立する以前に撮影者の内部と場のあいだで形成される

判断の層である。したがって、本稿は写真の意味や鑑賞経験そのものを主題とするのではなく、撮影者が

何を見て、何を待ち、何に応答し、どの時点でシャッターへ至るのかという、撮影以前の実践知を記述

するものである。

本稿が学術論文の形式を完全には採らないのは、ここで扱う対象が、統計的検証よりも、実践の中で

反復して現れる感覚、判断、応答の記述に近いからである。先行理論を網羅的に整理するのではなく、

筆者自身の撮影実践に反復して現れる判断の形式を記述することを目的とする。
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写真はしばしば、「瞬間を捉える行為」として語られる。この理解は、写真の一側面を正確に

表している。実際、写真は時間の中から特定の一点を選び取り、イメージとして固定する行為で

ある。そのため、シャッターが切られた瞬間は、写真を語るうえで重要な位置を占める。

しかし、筆者の撮影実践において、シャッターは判断の始まりではない。シャッターが切られる

以前に、対象との距離が変わる。空間の密度が変わる。光の方向が変わる。人の意識がほどける、

あるいは閉じる。動物の重心がわずかに移る。場の沈黙が厚くなる。これ以上待つと崩れる、

あるいはまだ待つべきであるという感覚が生じる。この段階で、撮影はすでに始まっている。

ただし、それはまだ写真として成立しているわけではない。撮影者の内部で、対象、空間、時間、

身体感覚、文脈が結びつき、撮影可能性が形成されつつある段階である。

筆者はこの段階を「撮影以前」と呼ぶ。ここで重要なのは、撮影以前が単なる準備時間ではない

という点である。カメラを構える前、構図を決める前、シャッターを切る前に、すでに判断は

進行している。むしろ、その判断の質が、最終的な写真の質を大きく規定している。本稿では、

この撮影以前に生じる判断の構造を記述する。対象は、完成した写真ではない。撮影者がなぜ

その地点に立ち、なぜ待ち、なぜ近づき、なぜ撮らず、なぜ最終的にシャッターを切るのか。

その手前にある判断の層である。

1. Introduction ｜序論



2. Definitions｜定義

�.� 撮影以前  /  Pre-Capture

�.� 判断構造 / Judgment Structure

本稿における「撮影以前」とは、単にシャッターが切られる前の時間を指すものではない。それは、撮影者が対象や

空間の変化を察知し、撮影行為に至るまでの判断過程全体を指す。そこには、視覚的な認識だけでなく、距離感、

身体の位置、場の沈黙、対象の動き、光の変化、文脈理解、技術的制約、倫理的判断が含まれる。撮影以前とは、

写真がまだ写真として成立していないにもかかわらず、すでに写真へ向かう条件が形成されつつある領域である。

「判断構造」とは、撮影者が複数の条件を統合し、撮影可能な状態として認識する過程を指す。ここでいう判断は、

単純な選択ではない。撮るか撮らないか、近づくか待つか、声をかけるか沈黙するか、構図を整えるか崩れを受け入れるか、

場に入るか距離を保つか、といった複数の判断が同時に関係している。判断構造は、明確な手順として常に意識されている

わけではない。むしろ反復する実践を通じて身体化され、撮影者の反応速度、距離の取り方、待つ時間、シャッターの

タイミングとして現れる。

複数条件のゆるやかな収束 / Loose Convergence Before Capture

複数判断の一時的統合 / Temporary Integration of Judgments

点＝条件

線＝条件間の関係

円＝一時的な収束領域
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「状態察知」とは、対象や空間が撮影可能な状態へ移行しつつあることを察知する能力である。それは、単に何かが

見えたことへの反応ではない。対象が動く前に、場が変わることがある。人物が表情を変える前に、距離が変わることがある。

動物が振り向く前に、重心が変わることがある。風景が完成する前に、光と影の関係が一時的に収束することがある。

状態察知とは、その変化がまだ明確な出来事になる以前に、それを撮影可能性として受け取ることである。

「実践知」とは、理論や手順として先に存在する知ではなく、反復する実践の中で形成される知である。それは、言語化

される以前に働く場合が多い。撮影者は、なぜその瞬間に反応したのかを、撮影後にようやく説明できることがある。あるいは、

説明できないまま、同じような判断を繰り返していることもある。本稿では、このような暗黙的な判断を、単なる感覚や偶然と

して扱わない。反復して現れる以上、そこには何らかの構造が存在すると考える。

�.� 状態察知 / Perception of State

�.� 実践知 / Practice-Based Knowledge

「場の密度」とは、対象、空間、距離、光、動き、沈黙、撮影者の身体感覚などが複合的に重なり、撮影可能な状態へ

向かって緊張を帯び始める状態を指す。ここでいう密度は、物理的な密集や数量的な濃度を意味しない。むしろ、

複数の条件が同時に変化し、それぞれが無関係ではなくなり始める状態を指す。対象の動き、光の変化、距離の変化、沈黙、

周囲の視線、撮影者自身の位置が相互に関係し始めるとき、場の密度は高まる。場の密度は、撮影結果の良否によって

事後的に判断されるものではない。撮影以前の段階において、距離の変化、対象の緊張、光の移動、沈黙の発生、

周囲の視線、撮影者自身の位置取りなどが同時に変化し、撮影者に「待つ」「近づく」「引く」「撮らない」「撮る」といった

判断を迫る状態として現れる。したがって、場の密度とは、撮影可能な状態そのものを言い換えたものではなく、撮影判断を

発生させる複数条件の関係的な緊張である。

�.� 場の密度 / Field Density

出来事以前の張力の察知 / Perceiving Tension Before Event

点＝条件

線＝条件間の関係

中央＝撮影可能性の立ち上がり



3. Propositions｜命題

Proposition � — 知覚の構造

撮影者は、対象ではなく条件群を見ている。

撮影判断は、単一の被写体や視覚情報だけによって成立するものではない。筆者の実践において、

撮影可能性は、対象そのものよりも、対象を取り巻く複数の条件が変化し始めたときに立ち上がる。

ここでいう条件群には、距離、光、動き、沈黙、対象の緊張、場の密度、撮影者自身の身体の位置

などが含まれる。同じ被写体が同じ位置に存在していても、撮るべき状態と撮るべきではない状態が

ある。見えているものは同じでも、条件群の配置が異なれば、撮影判断は変化する。

したがって、撮影者が見ているのは対象そのものではなく、対象、空間、時間、身体感覚、文脈が

一時的に関係を結ぶ状態である。

本稿では、撮影以前の判断構造を、知覚、時間、行為の三つの側面から整理する。

これらは同一の主張の反復ではなく、撮影判断が成立する過程を異なる階層から記述するものである。
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撮影以前の判断が存在するとすれば、シャッターはその終点でなければならない。実際、撮影実践に

おいては、その瞬間に至る以前に、判断の大部分がすでに形成されている。

対象を見つける。距離を測る。待つ。近づく。引く。光の変化を読む。風の入り方を感じる。動きの

方向を予測する。撮るべきではないと判断する。あるいは、まだ撮らないと判断する。これらの過程を

経たうえで、シャッターは切られる。

その意味で、シャッターは判断の開始点ではなく、複数の条件と判断が一時的に収束した地点である。

写真は、その収束点において固定された結果である。

撮影技術は、カメラの設定、構図、露出、レンズ選択といった操作技術として説明されることが多い。

もちろん、それらは重要である。しかし、筆者の実践において、より重要なのは、場の状態にどの程度

関与するかを判断することである。

近づきすぎれば、対象は閉じる。離れすぎれば、関係は生まれない。言葉をかけすぎれば、表情は

演出になる。黙りすぎれば、場が硬直する。撮影者は、対象や場を変化させながらも、変化させ

すぎない距離を探っている。

したがって、撮影技術とは、単に状態を察知する能力ではない。察知した状態に対し、どの距離で、

どの強度で、どのタイミングで応答するかを決める技術である。

Proposition � — 時間の構造

シャッターは、判断の始点ではなく収束点である

Proposition � — 行為の構造

撮影技術とは、状態に応答する距離の技術である。



4. Observations from Practice ｜観察

�.�　動物撮影における前兆

動物を撮影する場合、撮影判断は、対象が明確な動きを見せた瞬間に始まるわけではない。耳の

向き、重心の移動、視線の方向、呼吸、筋肉の緊張、周囲への反応など、まだ動作として顕在化

していない兆候が先に現れる。撮影者はそれらを個別に分析しているというより、全体の状態変化

として受け取っている。この段階で重要なのは、対象が何をしたかではなく、次に何かが起きる

可能性がどの程度高まっているかである。動物がこちらを見る、動く、逃げる、近づく。その

出来事自体が起きてから反応するのでは遅いことがある。実際には、その出来事に至る前段階で、

すでに場の状態は変化している。

シャッターは、その可能性が一定の密度に達した時点で切られる。

筆者の撮影実践においては、動物、人物、風景、移動中の空間のいずれにおいても、明確な出来事が発生した

瞬間よりも、その直前に生じる状態変化に反応して撮影を行うことが多い。この状態変化は、単一の視覚情報

として現れるのではない。むしろ、複数の条件が同時に変化し、それらがある密度に達したとき、撮影可能な

状態として認識される。

�.�　人物撮影における距離

人物を撮影する場合、撮影者は構図や表情だけを見ているわけではない。対象との距離、緊張の

有無、場の空気、周囲の視線、言葉をかけるべきかどうか、沈黙を保つべきかどうかといった複数

の要素を同時に判断している。特に、被写体が撮られることを意識しすぎる直前、あるいは意識が

ほどけ始める瞬間には、撮影可能な状態が現れることがある。この状態は、撮影者が一方的に作る

ものではない。対象との関係、場の状態、時間の流れの中で成立する。人物撮影における技術とは、

単に表情を引き出す技術ではない。対象が過度に閉じず、かつ無防備になりすぎない状態を見極める

判断である。撮影者が近づきすぎれば、対象は閉じる。離れすぎれば、関係は生まれない。言葉を

かけすぎれば、表情は演出になる。黙りすぎれば、場が硬直する。撮影判断は、この複数の条件の

あいだで形成されている。
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�.�　空間撮影における収束

風景や空間の撮影においても、撮影判断は静止した対象を選ぶだけでは成立しない。光の角度、

影の位置、人や動物の通過、雲の動き、画面内の余白、場所そのものが持つ時間感覚などが、

ある時点で一時的に収束することがある。そこには、写るものそのものだけでなく、風のように、

写るものの状態を変える条件も含まれる。この収束は長く続くものではない。わずかな変化によって

すぐに崩れる。筆者の実践では、空間が「撮れる状態」になるとき、そこには明確な出来事が起きて

いない場合も多い。むしろ、何かが起きる直前、あるいは何かが過ぎ去った直後のような、意味が

確定していない状態に反応している。撮影者は、その収束が完了した後に反応するのではなく、

収束しつつある段階で反応している。したがって、空間撮影においても、撮影判断は静止した対象の

選択ではなく、変化する状態への応答として成立している。

�.�　撮らない判断における状態の維持

撮影以前の判断構造は、必ずしもシャッターを切る方向にのみ働くものではない。筆者の実践に

おいては、撮影可能な状態が立ち上がっているにもかかわらず、あえて撮らないと判断する場合がある。

それは、対象が過度に無防備である場合、撮影によって場の状態が壊れる場合、あるいは撮影者

の介入によって関係が不自然に固定される場合である。このとき撮影者は、写真として成立する

可能性を認識しながらも、シャッターを切らない。

この判断は、撮影行為の欠如ではない。むしろ、場の状態を読み取り、撮影しないことによって

その状態を保つ応答である。したがって、撮影以前の判断構造には、撮るための判断だけでなく、

撮らないための判断も含まれる。



以上の観察から、撮影技術はカメラの操作技術だけでは説明できないことが分かる。撮影者は、

被写体を見てから判断しているのではない。対象、空間、時間、距離、光、風、動き、身体感覚が、

一定の状態へと収束していく過程を読み取っている。この意味において、撮影判断は視覚的判断で

あると同時に、時間的・空間的・身体的判断でもある。また、撮影以前の判断構造は、撮影者の

経験によって変化する。経験の浅い段階では、撮影者は見えている対象そのものに反応しやすい。

しかし実践を重ねるにつれて、対象そのものよりも、対象を取り巻く条件の変化に反応するようになる。

つまり、上達とは、単にカメラ操作が速くなることではない。撮影可能な状態が立ち上がる前段階を

察知する能力が高まることである。

この観点に立つと、写真教育や撮影技術の説明にも別の視点が必要になる。構図、露出、機材、

編集だけでなく、撮影以前に何を見ているのか、どのような条件変化に反応しているのかを扱う

必要がある。

写真は、シャッターを押した結果であると同時に、押す以前に形成された判断の痕跡でもある。

この視点は、写真を見る行為にも影響する。完成した写真を見るとき、私たちはまず「何が写っているか」

に注目しやすい。しかし、その写真がどのような判断の結果として成立したのかを考えるなら、

写真を見る基準は変わる。写真の中には、被写体だけでなく、距離の取り方、待った時間、介入

しなかった判断、場を壊さなかった選択が含まれている。撮影以前の判断構造を読むことは、写真を

単なる結果ではなく、実践の痕跡として捉えることでもある。

5. Discussion ｜考察
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本稿で記述した構造は、筆者の撮影実践に反復して現れる観察をもとにした仮説的枠組みであり、

確定的な理論として提示するものではない。また、この構造はすべての撮影形式に同一の形で現れる

ものではない。演出性、記録性、商業性の高い撮影においては、状態を察知する判断だけでなく、

状態を構成し、維持し、調整する判断として現れる可能性がある。

今後の課題は三点ある。第一に、判断が収束する過程だけでなく、判断が崩れる条件を記述する

ことである。第二に、被写体側の反応、撮影による介入の程度、撮ることの是非といった倫理的

判断が、撮影以前の構造にどのように関わるのかを検討することである。第三に、疲労、緊張、

感情的な没入など、撮影者自身の状態が判断構造に与える影響を扱うことである。

したがって本稿の限界は、議論の弱点であると同時に、今後の論考へ接続するための入口でもある。

撮影以前の判断構造は、成功した撮影だけでなく、撮らなかった写真、撮れなかった写真、判断が

崩れた場面を含めて検討される必要がある。

6. Limitations ｜限界



本稿では、撮影をシャッターの瞬間に還元せず、その以前に形成される判断構造として捉え直した。

筆者の撮影実践において、撮影は「見えたものを記録する」ことから始まるのではない。対象、空間、

距離、光、動き、沈黙、身体感覚が変化し、それらがある密度に達したとき、撮影可能な状態が

立ち上がる。シャッターは、その始点ではなく、すでに形成されつつあった判断が一時的に確定

する地点である。この観点に立つとき、撮影技術とは、カメラを操作する技術である以前に、

状態の変化を察知する技術である。

写真は、押されたシャッターの結果であると同時に、それ以前に形成された判断の痕跡でもある。

したがって、写真を見ること、撮ること、評価することは、完成したイメージだけを対象にする

のではなく、そのイメージが成立する以前にどのような判断構造が存在していたのかを含めて

考える必要がある。

本稿は、その前段階を記述するための一つの枠組みを提示したものである。

7. Conclusion ｜結論
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